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夫婦の結婚満足度と子どものパーソナリティ
斧出節子 ・木村汎
Spousal Marital Satisfaction and Child's Personality 
SETSUKO ONODE and HIROSHI MOTOMURA 
I 問題意識と目的
現代のみならず，過去においても子どもの人間形成は，
社会にとっても親にとっても大きな関心事であった。そ
して適当な人間形成の場を確保する乙とに多大な努力を
払ってきた。しかし，現代日本社会のように，子どもを
とりまく家族関係や社会構造の複雑さ，またその複雑な
変化が，不適当な人間形成や不適当な社会化を結果的lζ
生み出す乙とも多く，そして ζれは応々にして子どもの
問領行動となって顕在化している。乙の様な論考が正し
いとするならば，子どものパーソナリティに影響を与え
る要因の機能的連関性を考える場合， 最終的には乙れら
全ての要因の入り組んだ相互連関を明らかにしてし、かね
ばならない乙とは言うまでもない。しかし，このような
飽括的な分析に入る前lζ，それに近づく前の第一歩とし
て本論においては，家族と子どものパーソナリティの関
係lζ焦点を当て分析していきたし、。
子どものパーソナリティを見ていく場合，家族lζ焦点
を当てた研究は，その多くは子どものパーソナリティに
直接作用すると考えられる親子関係に主眼をおいたもの
であった。本論においては視点を変えて，家族が lつの
社会システムになっている事実をふまえ，そのサブシス
テムとしての夫婦関係が，もう 1つのサブシステムであ
る子どものパーソナリティにどのように影響しているか
を明らかにする ζとを試みる。家族を lつの社会システ
ムとしてとらえると，そのサブシステムとしての親子関
係，夫婦関係，兄第関係，個人のバーソナリティなどが
考えられる。これらは相対的には独立系であるにもかか
わらず，家族の枠の中でとらえると，それらは互いにプ
ラスに，または7 イナスlζ影響を与えながら作動してい
る。特にサフ'システムとしての子どものパーソナリティ
lζ大きく作用しているものは，システムとしての家族の，
中でも親子関係のサブシステムであり，その親子関係lζ
強く働いているものがサフシステムとしての夫婦関係で
あると考えられる。
乙のようなシステム論的な狸解の文脈で.家族の中の
夫婦関係と子どものパーソナリティの関連性について言
1 ) 及している研究fC，T.リッツ (Th巴odreLitz)の
ものがあげられる。例えば彼は分裂病の子どもを待つ家
族の犬婦関係、の特徴について，次の2つを備摘している。
]つは，夫婦が互いにサポー卜 し合わないで立め合った
り，相手を低く価倒づけるような分裂した夫婦関係(Ma-
. rital Schism)で. 2つめは，夫婦は表面上は調和
した均衡状態にあるが， 一方の支配的な配偶者の精神
的病理が，他の配偶者に共有されているような歪んだ
夫婦関係 (MaritalSkew)である。乙れらの夫婦関
係の状況の中では， 子ともは綴を同一化や愛情の対象
にする乙とができず. / -71レな自我発達に重大な支
障をきたすとしている。 また彼の後の研必iおいて，
子どものパーソナリティ形成を家族成員の心理的関係次
元の視点、よりも，家族権成と個人の連関性という視点か
ら総合的に分析している。つまり ，夫婦の関り方如何に
よって，子どもの社会的役割の意味付けや社会制度の価
値の学習バターンが異なることを示唆している。 いま
少し彼の考え方を補足的lζ説明すると，親の夫婦として
の関係に問題があれば， ["親の連合」が弱くなり子ども
との「世代続界」も暖昧になって，家族成員あるいは個
人lζ高藤が生じ，ひいては子どものego発達に多くの障
害を引き程乙すというものである。乙の世代境界の暖昧
さが，子どものパーソナリティ形成にネガティブに働く
ことについては， S.ミニ A ーチン (SarvadorMinu-
chin) 3，ゐ研究も指摘している。 彼は子どもが家族の中
で成長し，アイデンティティを得る為には，所属してい
るという感覚と，分離しているという感覚の2つを体験
する必要性を説いている。特lζ分離しているという感覚
は，子どもが成長するにつれ，家族によって子どもがあ
る程度の自律性を期待され，限定される中で形成され，
ζれらを通して子どものパーソナリティは形成され，安
( 1 ) 
-388一 社会福祉学
定する，としている。しかし分舵しているという感覚を
得るためKは，夫婦サブシステムと子どものパーソナリ
ティ サブシステムの境界が明確である乙とが必要である
と示唆している。結局，夫婦関係のあり方が子どもとの
境界の明確さに影響し，それが子どものパーソナリティ
の形成や安定化1Cl'l:献していると解釈する ζ とができる。
4) 問機ICE.ポーゲル (EzraF. Vogel) は，夫婦
関係の中でも特iζ和合関係と子どものパーソナリティの
関連性について次のように言及している。 彼は子ども
の情緒障害，すなわち子どものパーソナリティの発達障
害の背景を明らかiとする為に，家族内の夫婦関係ダイナ
ミクスが注目されねばならないとしている。彼は子ども
を両親の緊張した夫婦関係を解決するためのスケープゴー
トとして位償付け，子どもは雨続が結婚を維持してJ、く
上での防衛上の手段Kなっていると，臨床的事伊問f究の
中で結論づけている。 ， 
以上は.臨床的事例をもとに子どものパーソナリティ
形成の背景的要因となる夫婦関係の与えるメカニズムを
明らかにしたものであるが， 一般の夫婦と子どもを対象
にし，数量的データを用い実証炉)'ζ夫婦関係と子どもの
5) 
パーソナリティの関連性を追求したものIC，本村の研究
があげられる。 それは3歳児を対象としたものであり，
夫婦関係については 3歳児の母親から資料が得られてい
る。その結果， 3歳児の社会化に影響を与えるものとし
て，夫婦関係の中でも，特ICしつけに関する夫婦関係と，
愛情に関する夫婦関係というものが明らかになった。夫
のしつけ方について，妻が不満をも っている家族と，夫
の委』ζ対する情愛的態度に対して，妥が不満を持ってい
る家族からは，社会化において失敗する子どもが生じや
すいという乙とである。
ζのような過去の知見をもとに，本論文では夫婦の初
合関係の一側面である結婚満足度'C焦点を絞り，子ども
のパーソナリティに与える影響を分析していく 。 本論
では親の結婚満足度iζついて，当事者である夫婦に得ね
主観的な結婚満足度よりも，子どもに認知された親の結
婚満足度の方が，より有効である乙とを示唆している。
そ乙で，本論文の目的を具体化すると次の二つに要約
される。まず第ーに.f年年期の子どもが彼らの親の結婚
満足度をいかに認知しているかを探り， 第二IC，その百-
if期の子どもの認知が，子ども自身のバーソナリティ形
成にいかに関与しているかを明らかにする乙とである。
n.方法
1.資料収集の手続き
本調査は大阪府下IC所在するこつの高等学校IC通学す
る.1年生から3年生までの男女517名を対象とし，彼等
が自分たちの両親の夫婦関係における結婚満足度をどの
ように認却しているか，また彼ら自身のパーソナリティに
ついて.自Z十式質問紙法によって尋ねた。うち不能票7
票を除き， 512票が有効回収された(有効回収率， 99.0 
9的。繍査が行なわれた期聞は1985年9月から同10月で，
との聞に調査票が配布，回収された。
2 .対象者の属性
(1 学校，学年，性別
大阪府下にある， 2つの公立高等学校lζ通学する高校
生が調脊の対象となった。両校とも男女共学の普通科で
学力レベルがほぼ間程度とされている。男女比はだいたい
等しく，学年は3年生が段も多く，全体の約半数を占め，
2 -1ft主が約4割， 1年生が約 1'!1Jであった(表 1)。
表1 対象者の学校・学年・性別
男 女 性~IJ不明 5十
A校 l年 48 39 5 92 
2年 90 85 3 178 
3年 60 61 4 131 
B校 3年 47 64 。 111 
2十 251 249 12 512 
るのではなく子ども自身lζ尋ね，子どもの認知を媒介と (2)家族形態
した結婚満足度を測定している。なぜなら，乙の認知さ サンプルのなかでは，夫婦とその子どもたちだけから
れた結婚満足度は，親自身Kよ勺て損IJられた結婚満足度 成る綴家族は73.2%を占め，核家族に祖父母の一方.ま
よりも，子どものパーソナリティにより大きな影轡をも たは両方が加わっている拡大家族は17.8%であった。父
たらすと考えられるからである。との子どもの認知した 子のみ，また母子のみという単親家庭は5.5%で，その
籾の結婚満足度を子どものパーソナリティとの関連で採 中では母子の単親家庭が多かった。その他，不明は3.5
6) 用する理由は，A.C.アコック (AlanC.Acock) 必見られた。
らの研究に求める乙とができる。 彼らによれば，子ど (3)父母の年総.験業
もの態度の社会化には綴の実際の価値観よりも子どもが 父親の年齢は36歳から70歳の問で，平均年齢は47.4歳
認知した親の価値観が，より強く働くという。この研究 であった。母親は33歳から60歳の問で.平向年齢は44.4
知見は子どものパーソナリ ティを説明する際には，親の 歳であった。両者とも40歳代が蔽も多いが，母親につい
( 2 )
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ては8割以上を占めていた。
父親の職業については.'Jrm.営業，技術，専門的職
業などの賃金労働者(以後，ホワイトカラーとする)が
37.0%で最も多く次いで自営業を営んでいる者が29.1$彰.
そして生産，サービス，労務的職業などに従事する者
(以後，フツレーカラーとする)23.1労と続く。現代にお
いては，第三次産業の占める割合が高くなっている明か
らホワイトカラ一層が多く観察された事は，子どもの認
知のレベルではあるが，現実を反映するものと解釈しで
も良いと恩われる。
母綴の職業は，父親の職業より比較的簡単な分類なの
で，子どもの自に映った母親の峨業は，かなり実態を正
縫lζ反映していると考えられる。 それによると，パー ト
タイマーで働いている母鋭が&も多く 30.2%.次いで専
業主婦であると考えられる無職が23.4%.常勤で働いて
いる母親が19.7%.自営業が16.0%と続いている。常勤
とパー トタイムの家庭外就労省が約50$杉，自営業も含め
れば65.9%と，全体の約3分の2は何らかの形で主婦業
以外の労働lζ燐わっている 乙とになる。子どもの内の 1
人が高校生の段階のライフステージ上にある訳であるか
ら，家族周期的には教育期の終りから，排出期の始めの
段階であると考えられ，母親は家肢から白白』ζなる時間
』ζおいても，余俗があるとJrえられる。パートタイマー
は，労働市場の安い労働力の需要と，家族仮IJの経済的理
由，または今日的な生活レベルの向上の要求とが合いまっ
て，より高い数値を示していると思われる。
なお，父親の職業と母親の峨業の問には，表2のよう
に有怠な関係が見られた。専業主婦の母続は，父親のど
の綴業ICも特徴なく現われている。父紛が自営業の場合
表2 父親の職業と母親の聡業の関連
rJ tJl の 理主 ~ 
n;:~;r， .z;s IJ タイム 無職 !t 
62 13 21 40 136 
父自 営 集
(必} (79.5) (15.7) (14.6) (35.4) (325) 
fR I ~め人(事務、営業、妓 10 43 71 51 175 
術、軍~'"J(l(J喰業など)
の 勤ホめワ人イト〈生カ鹿ラ‘ーザ (ピ悠ス} 
(128) (51.8) (49.3) (45.1) (41.9) 
6 21 52 22 107 
a 労務fl'J唱lilはど)
プルーカラー (%) ( 1.7) (32.5) (36.1) 09.5) (25.6) 
~ 78 83 144 13 418 It 
(罰百} (100.0) (100.0) (100.0> (100.0) (100.0) 
X 2 = 113.73169 SiG.= 0.0000 
母線1;1白営業が多く ，夫婦共』と家業』ζmわっている実
態が窺われる。父親がホワイトカ ラーの助合，母親は:常
勤で働く率が段も多く.パートタイムがそれに次いで多L、。
( 3 ) 
そして，父親がフツレーカラーの湯合，母親はパートタイ
ムで働く率が訟も多く，次いで常勤で働く母親となって
いる。父親が賃金労働者である湯合.母親も賃金労働者
が多く見られ.自営業は父母ともに自営業というように
両省はほぼ同じ職業と対応する湯合が多いようである。
(4)生活程度
高校生自身が感じている生活程度を. 9段階IC分けて
尋ねた結果， 表3のようになった。生活程度を中ぐらい
と認知している者は8害IJ弱を占めている。上と下で約2
表3 認知された生活程度
実数 Fぢ
上 の 上 15 2.9 
中 28 5.5 
下 21 4.1 
中 の 上 145 28.3 
中 172 33.6 
Fー 83 16.2 
下 の 上 24 4.7 
中 8 1.6 
下 7 1.4 
不 明 9 1.8 
3十 512 100.0 
書IJであるが，生活限度を上と認知する者の方が，下と認
知する者に比較して多かった。
3.観念の指標化
子どもが認知した鋭の夫婦関係における結婚満足度は，
A.J. ローチ(A. J . Roa ch ) 7 )f也による. M.S 
S. (Marital Satisfaction Scale) の研究を参
考にし測定した。 すなわち. M.S.Sよりは)お母
さんはt設住U由E満足していると守、いますか.(2)お父さんは
結婚生活lζ満足していると思いますか.(3)お母さんはお
父さんを尊敬していると思いますか.(4)お父さんはお母
さんを尊敬していると思いますか.(5)お父さんとお母さ
んは夫婦としてうまくやっている£思いますか.(6)お父
さんとお母さんの結婚生活は，お母さんにとって今まで
のと乙ろ成功していると思いますか.(7)お父さんとお母
さんの結婚生活は，お父さんにとって今までのと ζ ろ成
幼していると思いますか，の7項目を用い，それIC加え
て， (8)あなたから見てお父さんとお母さんは何でも打ち
あける関係ですか.という夫婦のコミュニケーションス
タイルlζ関する項目を設けた。
このような計8項目の質問IC対して程度尺度の回答を用
意し，乙れを得点化し，総得点をもって子どもの認知す
る夫婦の結婚満足度と見なし，得点が低い程結婚満足度
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が高いとした。
子どものパーソナリティに関しては.M.A.ストラ
8) ウス (MurryA. Straus)が用いた尺度を使用した。
乙れはバーソナリティを分枠する枠組として.T.パー
ソンズ (T.Parsons)9 ~のAGIL図式を用いている。
つまり，パーソナリティシステムの基本的な発達維持機能
として考えられている，適応機能 CAdaptation : A機
能)，目標達成機能 CGoalAttainment : G機能)， 
統合機能(Integration 1機能) ，緊張処i型機能
C Tension Management : 1識能)の4つを測定の対
象とした。乙のパーソナリティシステムの4つの機能の
具体的な測定方法は，次の通りである。
A機能 :成績。自己評価Kよる， 1学期の成績票の 5
段階評定。
G機能 ・股極的未来価値志向。受動的現在価値志向に
m.結果と考察
1. 子どもが認知した親の結婚満足度
子どもが認知した綬の夫婦関係における結婚満足度は，
前項で述べたように8つの質問項目の総得点により算出
された。その分布の上位約30%と下位約30~杉を，結婚満
足度の高い群，結婚満足度の低い群とし，残り約40%を
結婚満足度の中位の群とした(表4)。
表4 子どもが寵知した殺の結婚満足度
実数 % 
平日合度が高い群 148 31.4 
中くらいの群 180 38.1 
低い群 144 30.5 
5十 472 100.0 
対するもので，カ。ットマン尺度による 4つの項目から成っ 属性やその他の変数との関連性を見ると，父母の総業
ている。 C.クラックホーン CClydeKluckholn)他 との関係では，父親の職業と「結婚満足度Jの間には有意
の研究から抜粋されている。具体的には， (1)計画という な関係が見られなかったが，母親の職業と子どもによる親
ものはその通りうまくいくものではないので，計画をた の「結婚満足度」 との聞には， 図1が示すように有意な関
てるという乙と1;1，その人を不事(みじめ)にする。 (2) 係が見られた。乙のととは，父子関係よりも，母子関係を
人は生まれた時からすでにその人の成功は「述JICよっ
て決まっているので「 迎命に逆らわず，運命をうけ入れ
る方が良いと思う。 (3)今口の世界状況の中では.r明日j
の乙とは明日考えるものである。 (4)事業資金や教育資金
(C使うことのできるお金がある時，それを車1:つぎ乙む
十代の人はばかだと思う，の4問で，各々についてどの
程度賛成か反対かを尋ね得点化し，その総合得点が高い
程，阪極的未来価値志向を示すものとした。
I機能 .両親lζ対する受容-m否尺度。乙れはス トラ
ウスがガ y トマン尺度を用いて作成したもので，次の4
項目から成っている。 (1)私は自分の両線を紅、ずかしく患っ
ている。 (2lf.ムは自分の母親を理想の母鋭に変えたいと思う
乙とがある。 (3)私は自分の父親を盟煙、の父親iζ変えたい
と思う乙とがある。 (4)私は家にいるよりも家から遠く離
れている時の方が楽しし、。各々について賛否の程度を回
答してもらい.得点化し，総合得点が高ければ高い程，
両銀の情緒的受容度.一体感が大きしその反対は拒否
度が大きいととを示している。
L機能 :不安度。乙れは40項目から成るC.A. S. 
C Cattell Anxiety Scale)を用いているが，索点
を人と比鮫した場合の相対的な不安の高さを示す10段階標
準得点IC換算 した。なお ，ストラウスはM.A. S. 
(Manifest Anxiety Scale)を用いているが，質問項目
数などの点からC.A.S.を用いた。
(4 ) 
結高婚繍い足度群が 結中婚く満ら足い度のが鰐 低結婚前い足度がu 
24 39 |ムト=7930.4% 49.4% 
26 27 33 
30.2% 31.4% 38.4% 
37 53 53 
25.9% 37.1% 37.1% 
48 '48 
41.0% 41.0% 17.9% 
x' =21.35577 SiG.=O∞16 
図1 母親の機業と子どもに認知された結錫満足度
通して，子どもが親の夫婦としての結婚満足度感を;t(識
している事を，示唆しているように思える。就業形態の
如何を問わず，ある意味で，既婚婦人の全てが 「主婦役
割Jを果たしていると考えられるが， r常勤Jの人の結
婚満足度がイ島、という乙とは，主締役割の他(Cr経済を
担う役割」を演ずる母親の方か，子どもに対し.て両統の結
婚満足度を低く認知させやすい傾向にあるという乙とであ
る。 乙の理由として考えられるのは，子どもが「男は外，
女は内Jという伝統的4甥絡控l閥純を非常に強く内面化し
ているという ζとと関連があるように号、われる。以下，そ
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の点について，簡単に説明してみたb、。結局，子どもが伝
細弛H般客IJ規範を内l面化している場合は，男女の.ある
いは夫婦の就労形態のあるべき姿として. r夫は外.妥
は内Jの就労形態を是とする傾向が強くなる，と考えら
れる。 ζ うして，子どもに内面化された伝統的性別役割l
規範iζ適合する専業主婦の母を持つ子どもは，母線と同
一化し，心理的次元においても満足するようになると思
われる。乙の子ども自身の満足感が，やがては親の夫婦
関係に投射されるがゆえに，子どもは両親の夫婦として
の満足度を高いと認知するものと考えられる。ただし以
上の考察は.r母籾の就労形態Jと「子どもの認知」の 2
つの変数だけとの関連でお乙なわれたものであり，現実
には乙れら以外の変数が関与しているものと考えられる。
例えば.乙の問題についてしホフマン (LoisWladi-
10) 
s Hoffman)らは，母親の或労の家族的意味.またどの
ような社会的条件のもとKあるかという文脈でとらえな
ればならないと指鏑している。 乙のように.母線の就
労という変数のみを説明変数として扱うのは，あまりに
単純すぎるので，母親の詳細な就労条件や社会的原境と
いったものを，同時に分析する作業がとれらからは必要
となるだろう。
また，子どもが認知した「生活程度」 と「両親の結婚
満足度」の認知との聞にもF検定により有意な関係が見
られた。 表5が示すように，満足度については数値が低
い詑，満足度が高い ζ とを示しているので，生活程度が
高ければおい粍，親の夫婦の満足度を高く認知し，生活
程度が低い程，結婚満足度を低く認知しているという結
果となった。乙れらの背景となる理由については.次の
ように考-えられる。まず，子どもが認知する生活程度で
あるが.一般的κ生活程度は経済的な因子が大きく関与
表5 m知された生活程度と認知された結婚満足度
結の婚平満均足度値 僚懇偏差 実数
生活程度が高い 13.3770 4.7440 61 
生活程度が中くらい 15.9946 5.5ω8 370 
生活程度が低い 19.5946 7.3766 37 
F=14.355 SiG.=O.OOOO 
※ 結婚満足度は数値が低い程高い乙とを示している。
していると考えられる。乙の乙とより，生活程度のお低
を経済的状況の良否と対応させ，同義にとるならば，経
済的因寸こがなぜ子どもの親の結矯満足度lζ作用するか，
を身えなくてはならない。乙れは.経済力が低い程.犬財
閥の金銭的な原因iζ基づく箆藤状況が憎し.チどもが犬
伝!のiU車場面K直面する機会が土台えることにより，車見の
夫婦の結婚満足度を低く評価するのではなb、かと推察さ
れる。 L.D. スキャンゾーニ (L. D. Scanzoni)他
11) 
は，結婚における夫婦の頻繁な不一致というのは. rお
金」と「子どもJについてであると述べているし， ま
12) 
た牛島は，夫，妥ともに経済的状況が惑いと認知してい
るものは，結婚の幸福度が低かった ζ とを報告している。
乙れらの知見はいずれも「夫婦」を中心とした研究で，
本論の「子どもが認知した結婚満足度」とは5'ilなる次元
のもので，直接比較でき るものではないが.夫婦の認知
iζしろ子ともの認知にしろ.夫婦関係の認知の過程に
は経済的要因というものが強く関与しているという乙と
が言える。ただし.経済的要因と夫婦の結婚満足度の関
係が.直線的な関係であるかどうかは乙乙では断言でき
ない。
子どもの認知した夫婦の結婚尚足度Kは，夫婦問の役
表6 r子どもから見た夫婦の役割遂行と子どもの役割期待のずれ」と認知された結婚漬足度
官民 事 高額の買物 生嫁 活費を
<'ー
子し どものっ け 意ま と見めをる 相進談路栂の手 付親き合戚い 付近き合所い
「よりZ平夫1がすr高 16.1887 17.3165 18.7838 17.2500 18.5139 16.9174 17.7000 16.7394 足べ度きJ の (S'~i:~~~4 14 ) (S D.=65272 S'~i:~;3532) S.~;:~;~87) (S.~;:~~0677 ) S'~i:~~~576) (S . ~;:~~6034) S ' ~i:~;~560) の勾 N=106 N=79 N=74 N=148 N=72 N=121 N=70 N=142 
平n「すの鈎れ満が足俺度Lの、J 15.3930 15.2345 14.8305 14.5052 14.6923 14.7045 15目1917 15.1950 (S' ~i:~;~503) S.~;:~~~OOI) S.12;:t~839) S'~i:~n~028) S'~i:~n~29) (S.~; :~~~005) S' ~i:~~~415) S'~i:g~770) N=229 N=226 N=236 N=194 N=195 N=176 N=266 N=2∞ 
べ「よJり婆平~がの泌す 20.1250 16.5226 16.2553 15.400∞ 15.2424 17.20∞ 17.3077 16目5∞o
足度きの 均 S.~;:~.7705) S'~i:~ó8527) S'~i:~;9890) S'~i:~}687) S'~i:~p22) S. ~i :~;，6717) S.q;~?~8967) S.~:p387) N=8 N=38 N=47 N=IO N=66 N=20 N=13 N=6 
F 億 3.151 4.273 15.135 10.754 14.1ω 6.643 6.218 3.125 
調ド ー本 判ド $ 亀喝事 “ー 司院本 司区司区 * s G. 0.0441 0.0147 0.0αm O.∞ 0.0αm O.∞15 0.0022 0.0452 
* P<0.05 ホ* P <0.01 
(5 ) 
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害IJ関係も大きく作用している(表6)。例えば本調査で
は13項目の儲リ(洗濯，炊事，掃除.日常の買い物，高額
の買い物，家計の管理，生活費を稼ぐ，子どものしつけ，
意見をま とめる，進路の相談相手， P.T.Aの出席，
親戚付き名い，近所付き合い)について，役割遂行(誰
がその役割を実行しているのか)と，子どもの役割期待
(子どもは誰にその役割を実行して欲しし、か)を， I妻
専担JI妻専f旦夫補f旦Ji平等Ji夫専担妻補但JI夫専
t!J Iその他Jの6つのカテゴ リーから lつを選択する
いう形で尋ねた。そして， iその他」は省き役割l遂行と
子どもの役割l期待の聞のずれを算出し， iより夫がすべ
きJiより委がすべきJそして「ずれが無いJの3つの
群に分け，子どもの認知した結婚満足度との関係をF検
定により見た。その結果が表6で， i炊事Ji高額の買
い物Ji生活費を稼ぐJi子どものしつけH意見をまと
めるJi進路の相談相手Ji近所付き合いJI親戚付き
合いJの計8つの役割で， i役割l遂行」と 「子どもの親
に対する役割l期待」の聞のずれと，認知された結婚満足
度との関で有意な関係が見られた。これらの役割l項目全
てに共通していることは， iずれが無い」群が，G:も親
の夫婦関係における結婚満足度を高く評価しているとい
点である。乙れは.母親の職業との関連でも述べたよう
に，現実の夫婦の役割l関係が，子どもに内面化されている
夫婦問のあるべき姿としての役割関係に一致するかどう
が問題であると想定される。夫婦を調査対象とした結婚
満足度に関連する因子を求める知見は数多く見られるが，
その中でも夫婦閣の役割j関係lζ言及するものに重点を置
13) 
いたものは少なくなし、。 W.パー CW.R. Burr)は，
乙れまでの数多くの知見を理論化する努力において，結
婚満足度IC関連する命題群の中で， I役割のずれの多さJ
が 「結婚満足度の量J1ζネガティブに働くかどうかは，
そのずれを重要視するかどうかにかかっている，として
いる。すなわち，夫婦の役割規範と役割i遂行のずれと，
それを夫婦がどのように受けとめるかという乙とが，結
婚満足度と関連しているというのであ る。 また， 8. 
J.パー (8.J. Bahr)他によれば 14)夫，委各々の
結婚満足度は，各々が認知した夫婦問の役割lの合意が大
きく関連している乙とを実証している。 乙れらの知見
は，子どもを調査対象にした，子どもが認知した両親の結
婚満足度ム夫婦自身を調留守象とした，夫婦自身が認知
した結婚満足度が一致しているととを示しており，子ど
もが期待した夫婦の役割と遂行のずれと.夫婦自身が相
互に認知した役割期待と遂行のずれとが，子どもおよび
両親の認知する結婚満足度に大きく関与している乙とを
示している。
表7 子どもが親を夫婦として意識する頻度と認知さ
れた結婚満足度
結婚満足度の平均 標準偏差 N 
し、 つ も 13.8571 5.1777 42 
ときどき 15.0000 4.9300 165 
ほとんどない 15.6872 5.0650 179 
まったくない 19.2471 7.3758 85 
F=13.890 SiG.=O.OO∞ 
次に子どもが親を夫婦として意識する頻度と，子ども
の認知した親の結婚満足度の聞に，有意な関係が見られ
た。表7は子どもが親を夫婦として意識する頻度が高い
程，親の結婚満足度が高いと認知し，その頻度が低い程，
親の結婚満足度を{晶、と認知していることを示している。
もし，乙の認知された親の結婚満足度が，客観的な家族
システムのなかの 「夫婦境界Jの確立と関係があるなら
ば，それは夫婦というサブシステムの機能的自律性の水
準と関係があるように思、われる。機能的自律性の高い
システム内にある夫婦ほど，一般的に充足感も高いと
するならば，その事実が子どもにも反映されて，親を夫
婦として頻繁に意識する子ども程，親の夫婦と しての満
足度を高く認知するように恩われる。また ζのζとを夫
婦の規範的側面から解釈すれば次のようになる。家制度
が廃止されてのち，夫婦は個人と個人の民主的な結合に
よって成立するものである乙とが唱えられてきた。乙の
夫婦関係のイデオロギーは，現実の夫婦関係との差はあ
れ，夫婦関係が他の家族関係よりも優先されなければな
らない ζ とを示唆し， ζの乙とが自分の両親を夫婦とし
て頻繁に意識する青年期の子どもの認知形成の促進条件
となっていることが想定される。
それでは親の結婚満足度に影響を与える子どもが親を
「夫婦として意識する頻度JIC関連する変数を見ていき
たい。まず. i父親の職業Jとの聞に有意な関係が見ら
れた(図2)。
いつも ときどき ほとんどない
自 営 58 53 
8.2% 39.4% 36.U石
ホワ トカラー 匝 69 71 37.3面 38.4% 
ま勺たくない
1 24 
I ，，-，~ I N=147 I 16.3難l
EN=lお
ブルーカ ラード 31 I 
一一一一一一一-14.3% 26.7箔
51 
44.0% 
? ??????????
災'=13.62526 SiG.=0.0341 
図2 父親の職業と子どもが親を夫婦として意識する頻度
ホワイ卜カラーの父親を持つ子どもは，親を夫婦とし
( 6 ) 
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て認知する頻度が最も高く，フVレーカラーの父親を持っ た家族では，犬制として意識する頻度が高い乙とが綴わ
子どもは.級を夫婦として意識する乙とが少なも、。 自営 れる。乙の'W~f;1，日本の旧来からの家族が観刊刻係を
業の父親を持つ子どもは，両者の中間的な傾向を示して 紬とした家族観というものが強いと言われてきた乙ととー
るが，意識する頻度はややホワイ卜カラーに近し、。子ど 見相入れない印象を与えるが.拡大家族は嫁姑というサブ
もが親を夫婦として怠識する高さが.子どもが観の結婚 システムもクローズアップされる乙とから，かえって対
満足度をおく評価する乙とと一致する乙とは，前IC述べ 比的に両籾の犬悩としての存在が意識されるのではない
たが.その「結婚満足度JIζは母親の職業が関連し.続 かと推察される。
を夫~として認知する子どもの意識牲には父籾の織業が 乙れまでに述べられてきた結婚満足度は， i両級Jの
関わるという興味深い結巣となった。 結婚満足度であったが， i母親の結婚満足度Jと「父親
次に図3が示すように「生活程度Jと「子どもが夫婦 の結婚満足度」を別々に算出してみた。 以下， その給巣
として意、織する頻度の!日，11乙有意な関係が見られた。と乙 と考察について説明していきたb、。 表8が示すように，
いつも ときどき はとんどない ま勺たくむい
生活…イ 10 1 20 23 1ふ1N=62 32.3% 37.1%' 16.15事
138 148 
11ゐ1N=37G 36.7% 39.4% 中くらい 7.7%
一都lJ4 1 10 14 28.9% 26.4第 36.8悠
x'=15.38026 S.G.=0.0175 
図3 認知された生活程度と子どもが親を
夫婦として愈織する頻度
ろで，生活足度が高ければ子どもによる結婚満足度が高
く，子どもが籾を夫婦として意識する頻度がおければ，
子どもによる結婚満足度が高いという関係にあるという
ことは述べたが，また，生活段度が高ければ夫射として
の意識も高まるという結!誌にも至った。従って，乙れら
3変数は非常iζ規制性のおいものだと思われる。どの変
数がどの方向lζ強く規定しているかというのが興味深い
ととろであるが，今回の分析方法ではその解明i乙至らず
今後のぷ題としたし、。
段後lζ子どもが貌を「夫婦として意識する頻度JIC関
連する変数として， i家族形態jがあけ.られる。 図4が
示すように，統計的検定に耐えうるかどうかという微妙
な線ではあるが，核家悠では夫婦として怠織する頻度が
低く，鉱大家族，すなわち祖父母の一方又は両方を加え
いつも ときとき ほとんどはい ま勺た<f.iい
1< 京 127 148 
33.6% 39.2第
37 31 
41.6'事 34.85事
x' =7.14270 S.G.=0.0675 
図4 家族形懸と子どもが親を夫婦として愈織する頻度
( 7 ) 
T検定により両省の'lL均値に庄が認められた。すなわち.
表8 母親の結婚満足度と父親の結婚満足度の平勾値
子どもは「母である妻の結婚満足度Jより「父である犬
の結婚満足度Jの方が高いと認知する傾向が認められた。
その母由と しては，いろいろなことが考えられるだろう
が.段も大きなものとしては，日本の男性中心の.あるい
は男性支配の「家J中心の文化的価値が考えられる。結
局，乙の文化的価値規範を反映するかたちで，犬と1lの
関係は夫中心的になっており，夫や家族の為の身のまわ
の世話は主に兵力t遂行するという形になっている。その
ような状況の中で.子どもたちは夫や家族の為の「便宜
婚J的感触を持つのではないかと思われる。本調1をにお
ける，子どもから見た夫婦の役割遂行の実態を見ても，
洗濯，炊事，婦除，臼1?;・の買い物などの役割に関しては，
常勤やパ トー で働く母線が約半数もみられるにもかかわ
らず，委単独で逆行するのが8割から 9害1見られる。乙
ようなととから.子どもは父よりも母の結婚満足度を低
く評価しているのではないかと恩われる。
2.認知された結婚満足度と子と・ものパーソナリティ
子どもに認知された夫婦の結婚満足度と，子どものパー
ソナリティの関係、は，図51ζ示された通りで，凶中の数
値は平同値を表わしている。家族システムとの関述で形
成されるパーソナリティシステムの，統合機能と緊媛処
問機能は，子どもに認知された夫婦の結婚満足度との聞
に統計的IC有意な関係を示していた。しかし，パーソナ
リティの外的ゾステム，例えば学校や社会とパーソナリ
ティの関係を安定させてし、くパーソナリティシステムの適
応機能と目標達成機能との間では，それは有意な関係を
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図5 認知された結婚満足度と子どもの
パーソナリティの平均値
示さなかった。
子どものパーソナリティの統合機能の指標である「両
親に対する受容ー拒否度」は，子どもの認知レベルでの
彼らの両親の結婚満足度が「高い群」で受容度が最も高
く平均値が 12.81， r中くらいの群jで 11.12.r低い群」
で9.65であった。認知された観の結婚満足度が高い程，
子どもの親に対する拒否度は低い(受容度が高い)とい
ような逆の相関を示し，相関係数はーO.4732(P<u.OOO) 
であった。
子どものパーソナリティの緊張処理機能の指標である
「不安度Iは，子どもに認知された結婚満足度が「高い
群Jで不安得点の平均が5.19，r中くらいの群」で5.98.
「低い群」で6.15と結婚満足度が低くなれば，不安度は
渇くなっている。特iζ結婚満足度を高く認知する子ども
の不安度は低い乙とがデータから窺われる。
なぜ乙のように，子どものパーソナリティを安定化さ
せる為の統合機能や緊張処理機能と，子どもの認知した親
の結婚満足度が相関関係を示す結果になったのだろうか。
様々な理由が考えられる中で，その最も大きなものは.夫
婦関係親子関係，パーソナリティのそれぞれが家族シス
テムのサブシステムとなっている乙と と関係があるよう
に恩われる。すなわち夫婦サブシステムが.親子サブシス
テムK影響を及ぼし，そして親子サブシステムが子ども
のパーソナリ ティ fC作用するものと考えられる。乙の考
( 8 ) 
察を間接的lζ傍証する資料として次のような知見をあげ
るととができる。例えば.J.しピーターソン (James
15) 
し Peterson)他は離婚や別居している家族の親子関係
や子どもの問題行動IC関して，次のように言及している。
雛婚や別居に至らない健常な夫婦であっても，夫婦問の
葛藤が高く，それも継続的な葛藤であれば，子どもは離
婚や別居IC至っている家族の場合と同様に，否定的な親
子関係を持ちやすく，子どもは問題行動をひき起こしや
すくなる，と指摘し，そして更に続けて，夫婦関係が健
常で夫婦問の萄藤の少ない家族の子どもは，肯定的な親
子関係を持ち，問題行動も少ない，と報告している。 ζ
れらの知見は，夫婦問の葛藤状況や夫婦問の結婚満足度
が親子関係を通じて子とものパーソナリティに影響を与
えている乙とを示唆しており， ζの示唆された事実と，
夫婦自身を対象にして測lられた結婚満足度と子どもの認
知した両親の夫婦としての結婚満足度の間の相関が高い
という事実を総合して判断すれば，本論でいう結婚満足
度が親子関係に重大な影響を及ほし，それが子どものパー
ソナリティ形成に関与している乙とは充分に推察される。
しかし，子どもlζよって認知された親の結婚満足度と
子どものパーソナリティの外的側面である「知識 (A次
元)Jと「価値 (G次元)Jの側面との聞には，関連性
が見入出せなかった。乙れは今回用いた「知識」 と「価
値Jの指標lζおいては，子どもが認知する結婚満足度と
は親和性が無かったと言える。パーソナリティの適応機
能や目標達成機能は，家族外のソーシャルシステムとの
接触により形成される比重が高し、。つまり外部社会と頻
繁に接触するノfー ソナリティの表庖部分は，家族システ
ム以外の例えば学校，友人などの他の社会システムfC規
定されると乙ろが，家族内部の夫婦関係によって規定さ
れる部分よりも大きいと考えられる。
また，子どもが認知した結婚満足度と子どものパーソ
リティの聞に，家族形態の変数が関与している乙とも判
明した。表9は，核家族と拡大家族を分けて，各々 のグ
ノレープ内で子どもの認知した夫婦の結婚満足度と子ども
表9 家族形態別に見た，認知された親の結矯満足度と
子どものパーソナリティの相関
適応(A機)能 B標連価(極G値成)機志能
統受両容親合-(lEI対f機巨)否す能度る
緊張処(L理〉機能
成績 積未来 約向 不安度
持の謝賛E度企 0.0064 -0.ω67 
-0.4641輔 0.1440*・
N=348 N=365 N=369 N=358 
「の鉱満子大足ど草度も族Z1J 0.1424 0ー.1405 -0.5911帥 0.2309*・
N=86 N=88 N=88 N=87 
特 Pく0.01
ピアソンの相関係数を用いている
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のパーソナリティの相関係数を算出してみた。調査対象
者全体の場合と同線の結果を見るに至勺たが.相関係数
を比較してみると， í両鋭lζ対する受容-m~度J i不
安度J~Iζ. 鉱大家族のグループの方が相聞がおくな勺
ていた。すなわち核家族よりも拡大家族において.子ども
の認知した続の結婚満足度と子どものパーソナリティの
i機能とし機能との相闘が大きいζ とを示している。今
少し詳細に述べると，前殺の夫婦としての満足度の認知が
大きければ，チどもの両貌に対する拒否1Jtも小さくなり
不安度も小さくなるという乙とになる。乙れは.嫁姑サ
フ'システムというものが関連してくる乙とがJ5@えられる。
すなわち，嫁姑関係がスムースK運ばれている場合は，
親の犬射としての連合が明般になり，子どものパーソナ
リティにプラスの資源となり ，一方嫁姑関係K支防が見
られる場合は，続のJミルiとしての連合が不明Eまになり，
マイナスの資源となったりするのではないだろうか。
乙れまで，子どもの必知した夫婦の結婚1お足度と子ど
ものパーソナリティとの閲述について，本。;命では-f'lし
て結婚満足度が子どものパーソナリティを規定する説明
変数であるという立場をと ってきた。位後IC，乙の妥当
性について若半の検討を加えたb、。確かに我々が利用し
てきたJ検定法， T検定法， F検定法は二つの変数の
聞に「関係がある」という乙とのみを教えてくれるもの
であり，関係における規定性までは教えてくれない。そ
れにも拘らず，本論でチどもが認知した税の結婚満足度
を説明変数とする方が，より適当であると思われるfll]由
は，乙れまでの幾つかの諸般されてきた知凡にねうもの
である。たとえば，乙ζでは詳しく触れないが.乙れま
での臨床的事例研究は，問題行動を示す子どもの親の夫
子どもが親を夫婦として
意識する頻度
婦の関係は問題が多く，夫婦関係を維持する対象として
子どもを犠牲にしたり，夫婦問題を投影する対象として
子どもを選択したりしている ζ とを明らかに してい
るつ乙れらはL、ずれも一般の夫婦を対象としたものでは
ないが，これらのメカニズムは健常な夫婦関係において
も.適用できるのではないかと汚えた。本論で明らかに
されたように.もし，事実としての病照的な犬制限i係が
支配一服従の税fl見限を媒介にして，つまりisomorphic
なメカニズムを泌じて子どものバーソナリティに反映さ
れていくとするならば，子どもの認知した犬紛の泌厄度
を説明変数とする万が，より現実妥当性があると紡織づ
けられよう。本論では夫婦関係のあり}jと子どものバー
ソナリティのあり方の間κ，isomorphicなメカニズムが
作動している乙とを実証してきたが. 子どものバーソナ
リティ特性と夫婦関係聞の&動性を，より正確に明らか
にしていく為lζは，夫婦関係の iT引を問うていく必要
があるであろう。
乙乙まで述べてきた全ての結~を閃式化すると，凶 6
のようになる。
3.子どものパーソナリティの縁側面の連関性
本論では子どものパーソナリティの分析は， AGIし
凶式を用い， A機能の適応機能，G機能の目標i主成機能，
I機能の統合機能. しJ機能の緊張処f型機能の4つの機能
的側面をみてきた。乙れらの4つの子どものパーソナリ
ティの機能的側面のそれぞれの迎関悦が，両線の結婚満
足度を高く認知する子どもの併と，低く認知する子ども
の鮮とで，どのように異なるかを見るために，両群におい
てピアソンの相関係数を算出してみた。 表10は認知され
た観の満足度が「高い群JのAGIL機能聞の相関係数
|子どものパーソナリティ|
関6 i子どもが認知した親の結婚満足度と子どものパーソナりティJに及ぼす諸要因の関連図式
( 9 ) 
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表10 結婚瀦足度が ritiい群Jにおける子どものパー
ソナリティ機能問の相関関係
適応機能
(A) A 
成 繍
白痴id(EGLf占)隙1車 -0∞43 G 
統未来 志的向 N=136 
統受両容親合(一lEI対応機)す否能度る
0.0245 0.1381・
N=I38 N=146 
緊娠処理機能
(L) 0.0121 -0.1226 -0.2873柑 L N=I35 N=142 N=144 . 
不 安度
• P<0.05 榊 P<O.OI
ピ7ソンの相関係散を朗いている
表1 結婚溺足度が「低い群」における子どものパー
ソナリティ機能間の相関関係
適応織能
(A) A 
成 繍
目標価連〈極G成値) 機能
倒朱米 志的向
-0似担61 G N=133 
統g合f(IZ機)喜能 0ー.1854ホ 0.1398ホg a N=I33 N=143 
緊張処皿機能 寸(L) 0.121 -0.1013 -0.2639・N=131 N=141 N=142 不安!l!:
• P <0.05 •• P <0.01 
ピ7ソンの4日l刈係数をIlJいている
で， 表11は問機lLr低い群Jの相関係数である。
表10が示すように，結婚満足度の「高い群jではG機
能と I機能の問で有意性検定の結果，弱い正の相関が見
16) られた (r=O.I38l)。 すなわち，積極的未来価値志
向の高さと.両親lL対する受答度の高さとの間に何らか
の関係があるζとを示している。また，パーソナリティ
の家族システムとの関連で形成される， 1機能とL機
能の階1で負の相闘が見られた (r=-0.2873)。乙れは，
両親iζ対する受容度の高さと.不安度の低さとの間iζ何
らかの関係があるととを示している。両親の結婚溺足度
を高いと認知する子どものパーソナリティは，以上のよ
うにG機能と I機能. 1機能とし機能の聞で若干の相関
を示していた。
一方，表1は親の結婚満足度を低く認知する子どもの
パーソナリティの諸側面の関連を示している。乙れによ
ると.両親の結婚満足度を高いと認知する子ども詳の湯
合と同様Ir，G機能とI機能 の問で正の相関が (r= 
(10) 
0.1398) ， 1 機能とし機能の間で負の相関関係 Cr=
-0.2639 )が見られた。すなわち，前者は積極的未来
価償志向の高さと両却に対する受容度のおさとの閣には，
何らかの相関があるζとを示し.後者は両親に対する受
容度の高さと不安度の低さとの聞に相闘がある乙とを示
している。乙れらの関係に加えて，結婚満足度を低く認
知している子どもの群では， A機能とl機能の間でも弱
い負の相関関係が見られた Cr=-0.1854)。乙れは成
績の高さと両親K対する受容度の低さのIMlζ関係がある
乙とを示している。
乙れらの結果は，両親の結婚満足度を認知する子ども
においても，低く認知する子どもにおいても， G機能と
I機能の聞に相聞があり ，またI機能とし機能の間lζ相
関関係がある ζ とを示し.相聞の大きさもほぼ一致して
いる乙とを示している。
G機能の積極的未来価値志向と.1機能の両親に対す
る受容度の関係は，相関係数のもつ窓味から言えば，相
互に規定し合う関係にあるが，次の用由により， I機能
がG機能をより大きく規定すると考えられる。それは，
G機能は主に家族外の社会システムとの関連で形成され
る，パーソナリティの表層部分であり. 1 i機能はまに家
族システムとの関連により形成される，バーソナリティ
の深層部分であると考えられるからである。パーソナリ
ティの形成過程を考えると，深層の部分が先Ir形成され.
そしてそれが表層部分の土台として機能している乙とか
ら. 1 機能がG機能をより大きく規定するものと恩われ
る。また，後者のI機能とL機能の相関の背景ーには.両
機能ともパーソナリ ティそのものを安定させる内的機能
で，しかも主Ir家族の中で作られる深層部分で，そして
パーソナリティ内部の両者の心理的犯維が短いという事
実が符在するように思われる。
最後に，両親の結婚満足度を低く認知した子どもの群
だけに見られる.A機能である成績と I機能である両親
Ir対する受容度の負の相関係数について触れてみたい。今
まで見てきたパーソナリティの機能聞の関係は，簡単に
言えば一方の機能水省Eがおければ他方の機能水準も高い
というものであったが.満足度を低く認知している群の，
A機能とI機能の関係は，乙れらと相反するものである。
すなわち， 外的システムとの関連機能であるA機能と，
家族で形成されるパーソナリティのシステム維持の為の
心内機能である I機能の間では.一方の機能が高ければ
他方の機能が低いという関係にある。では，なぜ両親の
結婚満足度を低く認知する子ども群の間でだけ，乙のよ
うな関連性が示されたのかを考えてみたい。一般的lζ，
家族システム内で形成される!とL機能の方が，先lζ形
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成されるという意味で，より大きくAとG機能を規定し
ていると考えるならば，一般的κはI機能である il，tj親
IC対する受容度Jが低い場合は. G機能である将来的価値
と拘の水準も低くなりやすいという乙とになるが，雨量見の
結婚満足度を低く認知している子ども若手においては. A機
能IC関しては，それは反動形成的なメカニズムが作動し
て， A機能である成綴を高める ζとになるのではなかろ
うか。
以上，子どものパーソナリティの諸側面の関連性lζ，
チどもによる両鋭の夫婦としての結婚満足度の認知が，
どのようにかかわっているかを見てきたが.その認知は
全般的ICみて.パーソナリティのAGIL機能水準IC与
える影響はあったものの，パーソナリ ティの諸側面の相
互機能関係K及ぼす影響は殆んどなかった。その窓味で
は個々の機能に対する説明変数にはなり得ても，それら
の機能関係を強化したり低下させたりする意味での説明
変数にはなりにくいという ζとが言えよう。
IV.要約と今後の展望
夫婦関係と子どものパーソナリティに関する乙れまで
の研究は，病照的な子どもそ持つ夫婦を対象にして行な
われてきたものが多いが，その実証的な研究は少なかっ
た。本論では，夫婦関係においても特に，平日合構造の次
元，すなわち結婚満足度の次元に焦点を当て.調査対象
としては，綴の夫婦関係に対しである程度客観的に処!解
できる一般の背年期の子どもを選んで，実狂的研究を試
みた。
本論は結局， ニつの目的をもっていた。第ーは， I'j'if 
Jtljの子どもがいかに両親の結婚満足度を認、知しているか
であり，第二は.その認知が Iこどものパーソナリティ形
成IC~、かに関与しているか，という乙とであった。
まず第一の目的lζついてで、あるが，両親の夫婦としての
満足度についての子どもの認知過程に影轡をもたらす背
景的姿因ICついてまとめると.両銀の結婚満足度をおく
認知する子ども鮮においては，母車見が無戦.すなわち専
業主婦である ζ とが多く，そして家庭の生活程度をおく
認知する子どもが多い。また級の結婚満足度を高く認知
する子どもにおいては，両観の夫婦問の役割l関係IC対す
るチどもの「期待jと両親の夫婦関係の 「現実jとがー
致している場合が多く，両籾を夫婦として怠識する頻度
も高い。更に調査データlζよれば，父紛の曜産業，および
家線形態と子どもの認知する両貌の夫婦としての満足度
の間には，同銭的な関係はなかったものの，両者とも子
どもが両親を夫婦として意識する頻度との間lζは相関が
あった。結局，父籾の職業がホワイトカラーで，家族形
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態は鉱大家族で，雨続を夫婦として意識する頻度のおい
子ども程，自分のl占l鋭を夫婦として満足している，と認
知していた。乙のような子どもの認知は，夫婦のあるべ
き姿に関する夫婦命IJ家族イデオロギーが，子どもκ深く
内l面化されていて.それが投影される形で，籾の結婚泌
足度を認知しているように思われる。一方.日本におい
ては伝来舶守性別役割分業規範lζ纂づく「男は外，女は内J
という夫婦分業象が，線強く妓tf.しており.それが夫婦
制家族イデオロギーによって強調された.夫婦ユニット
の臼律性と隔書量的結合をしている。前述の夫婦制家族イ
デオロギーの投影としての，子どもによる級の夫婦として
の満足度の認知は，伝統的家父長制を支える二分法的t'
耳l股富IJ分業規範か.新しく内面化された夫婦制家族イデオ
ロギーの統制力をIW綾させるまでに至っていない乙とに
よるものだと思われる。
第二の目的の子どもの親の結婚満足度の認知と，子ども
自身のパーソナリティ形成の関連性については.次のよう
になった。子どもの認知は.家族システムとの関連で形
成されるバーソナリティシステムの統合機能(両親に対
する受容ー矩否度)と緊張処理機能(不安度)と連動して
いた。パーソナリティの外的システムとの関係を安定させ
ていくパーツナリティシステムの適応機能(成績)と日
様述成繊能(積極的未来価低志向)とは関係を示さなか勺
た。結論として次の乙とが言えよう。親の夫婦関係におい
て，結婚満足度が高いと評価した子どものパーソナリティ
の内機能(1， 1描能)は高く.情緒面においても安定
している.と。
以上の要約から結論づけられる乙とは.青年期の子ど
ものバーソナリティの情緒的機能を安定させる.親の夫婦
関係というものは.次のようになる。それは.チどもIC自
分自身の親の夫婦関係を.社会の通念となっている二分法
的t1JJ1段割規範に依拠したものと認知させ，なおかつ夫婦
制家族イデオロギーに依拠して.筒観の夫婦としての機能
的自律世知存在を認知させる場合のものであると言えよう。
しかしながら.本論では，いくつかの点で改善してし、か
ねはならない問題点を含んでいる。子どもの籾の結婚満足
度の~;知と連動する幾つかの変数を見入出す乙とができた
が，しかし，その変数の選定について今ひとつの工夫を
必要とし，認知の詳細なメカニズムを明らかlζするまで
には至らなかった。 例えば 「母貌の職業」 の形態の違い
によって， !司貌の夫婦としての満足度についての子ども
の認知が巽なっていたが，そのメカニズムについては推
論の域を出なかった。乙の推論が実証されることにより，
子どものノfーソナリティ形成にポジティプに働く因子や
ネガティブに働く因子を，より正確IC埋解できるものと
?????、
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恩われる。特lζ近年の社会構造の変化により，9:性のラ
イフスタイルも変化してきたが，その変化が子どものパー
ソナリティ形成IC&Iますネガティプな因子を積極的K取
り除く必要からも，今述べたような変数の選定のし方IC
深い配慮がなされるべきだろう。
本調査の対象は，段も良いとされる無作為拍山法lζよっ
てiきばれておらず，したがって今後は「青年期の子どもj
k一般化できるようなサンプルに広げる乙とが今後の課
題となろう。そのような意味においては，本論文はなお
仮説性のiZいものであると言わねばならない。
最後に，本論で子どもの認知した親の結婚満足度と，
子どもの対社会的な面で形成されたパーソナリティとの
間には.殆んど相聞がないという結果κ至ったが，方法
論をより精綴なものにする乙とができれば，夫婦関係の
ある側面と子ともの表層的なパーソナリティとの間iζ，
ある種の連動を発見する ζとができるように恩われる。
その愈味においても，方法論的に見直すか.また違った
角度から夫婦関係をとらえ直してみる乙とも必要であろ
う。今後は方法論をより精織なものにして，更に研究を
深めていきたいと思う。
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Summary 
In this paper we have focused on marital relationships of the parents which are assumed to have some impact upon 
personality formation of the children. Stating in more detail we制 uptwo purposes; the first is to find out the variabl~s 
having inf1uence on adolescent perception about the marital satisfaction of their parents， the second is to clarify how 
their perception is to be related to their personality formation. 
Data for the analysis were obtained from high school students inOsaka prefecture through the questionaires given 
to them at high schooL Sample size was 512ωses. 
百四 conceptualframe work for the study of the personality of the adolescent was so明calledAGIL-schema proposed 
by T. Parsons. Operationally adaptive aspect of their personality was measured by the index of high school grade， 
goal attainment aspect of their personality by the index of active-future value orientation， integrative aspect of their 
personality by the index of attitude of Acceptance-Rejection of their parents， and tension management aspect of their 
personality by the index of their anxiety. 
Some of significant findings derived from the analysis of the data are summarized as follows. 
(1) Among the mothers of the adolescents who percieve the marital satisfaction of their parents higher， the mothers 
WIth no job are often observed. And the adolescents in this group tend to percieve their standard of living higher. In 
addition they don't feel no descrepancies between what they expect for their parents as "spouses" and what their parents 
really do as“spouses". 
(2) Adolescent perception about the marital satisfaction of their parents is positively interrelated to the integrative func-
tion of their personality which can be symbolized as the acceptance of their parents measured by the scale of Accept-
ance-R吋ectionof the parents， and is also interrelated to the tension management function of their personality measured 
by anxiety scale. Therefore their perception about the marital satisfaction of their parents is positively interrelated 
to the internal stability of their personality system. That is， the higher the marital satisfaction of their parents percieved 
by adolescents， the higher the level of these fucntions in adolescent personality. 
However our data suggest that there is no relationships between adolescent perception of the marital satisfaction of 
their parents and their adaptation-goal attainment aspects of their personality which are measured by the index of their 
high school grade and Active・FutureValue Orientation. 
(13) 
